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・隔週で「コミュニケーションタイ
ム」を設け，他者理解の育成を図
る。
・クラス会議を定期的に開催し，自
治的風土・共同体感覚を構築する。
・ファミリー活動（掃除，遊び，行
事）による異学年交流を促進する。
・集会やファミリータイムなど，子
どもたちの主体的な表現の場，チャ
レンジの場を設ける。
・不安傾向を軽減させるプログラム
を継続実施する（第５学年対象）。
・思いやりの木の取組を推進する。

学校生活に関するアンケートに
おいて，①ファミリーやクラス
に関する項目②「学校が楽し
い」の項目の肯定的評価の割合

アセスの生活満足感５０以上の
学級数

肯定的評価
①８０％
②８０％

１１/1１学級

①92.6％
②90.7％

10/11
学級

114
%

91%

A

B

・学校生活に関するアンケートにおいて，肯定的評
価をした割合は高かった。クラス会議や集会活動，
ファミリー活動を通して，自治的風土を構築すると
ともに，「あたたかさ」をキーワードにした関わり
を意識して取り組むことができた。また，コミュニ
ケーションタイムを通して，楽しみながら自己や他
者への理解を育むことも定期的に実施できている。
・ファミリー活動によるリーダーシップやフォロ
ワーシップを学ぶ機会が十分にある。各行事ごとに
５年生と６年生によるリーダー・フォロワー会を通
して，ファミリーをどのようにまとめるかを協議
し，実践に生かそうとすることができている。活動
することによって，困り感も出てきているが，学び
の機会と捉え，育てていきたい。
・アセスの結果からもほとんどの学級が生活満足感
が高いことが分かり，多くの児童が「楽しい」と感
じながら過ごすことができていると分かった。一方
で，不安や不満を抱いている児童や困り感をもって
いる児童もいることも分かり，思いに寄り添いなが
ら，担任一人で抱え込まない組織的で丁寧な指導・
支援が必要と考える。

○

・子ども達に居場所があること，安心できる
学校であること，情緒の安定が図られる場で
あることが，学校生活の全ての基盤となる。
友達に受け入れられ、学校が楽しい場所であ
れば自己の力を発揮できると思う。
・クラス会議のルールは重要で，活動を通し
て子どもの主体性・自主性を育てていただき
たい。
・児童の肯定的評価の高さは，素晴らしいと
思う。児童一人一人への支援・フォローも引
き続きお願いしたい。
・ファミリー運動会を見た際、５月には既に
５・６年生の頼もしさがうかがえた。今後も
多くの行事を通じて成長していく姿を楽しみ
にしている。

・クラス会議やファミリー活動，思い
やりの木など，１学期の取組を継続し
て行う一方で，「何のために行ってい
るのか」を再確認し，より全校で統一
した取組となるよう，研修等で振り返
り改善につなげる。
・ファミリー活動を意図的・計画的に
仕組む。その場でやって終わりではな
く，振り返りや次の活動に繋がるよう
な声掛けを行っていく。
・アセスの分析をもとに，個に応じた
指導・支援を行っていく。また，個人
面談週間を設けたり，必要に応じてス
クールカウンセラーと繋げたりするな
ど，児童の心に寄り添いながら支えて
いく。

・月に２回以上，食育に関する動画
や写真を使った指導等を栄養教諭と
担任で協力して行う。
・委員会活動を中心に，配膳時間の
短縮の取組を行い，食事時間を確保
する。また，食に関する啓発活動を
行う。

給食に関するアンケートにおい
て，①「好き嫌いせず食べよう
としている」，②「食べ物を大
切にし，残さず食べるようにし
ている」の割合

主菜・副菜の残食率の割合

肯定的評価
①80％
②90％

残食率6％以下

①81％
②

89.2％

残食率
４月

6.1％
５月

7.0％
６月

8.2％
７月

7.9％

101
％

99％

A

B

・給食に関するアンケートにおいて「好き嫌い
せず食べようとしている」「食べ物を大切にし,
残さず食べようとしている」の肯定的な評価が
達成できた。要因として,昨年度に引き続き,担任
と栄養教諭による給食指導による積み重ねだと
考える。また,栄養教諭が制作した「かみかみ人
形」を使った取組や,調理の様子の動画などに
よって，食への意識が高まっていると考えられ
る。
・残食率は平均的に６％を越えている。野菜の
好き嫌いや気候の変化にも関わりが見られる。
適度に体を動かす習慣づけも行っていきたい。

○

・食育に関して、給食時間だけでは食体験を
カバーできないと思うが、色々な食材や献立
を知ることは無駄ではないと思う。
・４月に比べ、６・７月の残食率が高いの
は，暑さで食欲が落ちているということだろ
うか。細い体型の子どもも多いので、しっか
り栄養を取ることができているか心配に思
う。頭痛やめまい、貧血といった身近な症状
の改善に、食事からの栄養補給が大事である
ことを関連付けて啓発していただきたい。

・担任と栄養教諭や養護教諭で連携
し、食事の楽しさや健康な体つくりに
関する指導を工夫する。
・食に対する関心を高める取組を、委
員会活動等を中心に行う。
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・保護者，地域に教育活動の具体的
展開について広報し，理解と協力を
得る。

地域のゲストティーチャーから
学ぶ授業を展開する。

学校教育活動（行事等）後の地
域，保護者アンケートにおける
肯定的評価の割合。

ゲストティー
チャーとの授業
６/６学年

肯定的評価
８0％以上

5/6学年

100％

83.3
%

100
%

B

A

・野菜作りや藤井川の水質調査，新聞出前
授業や非行防止教室など様々な活動におい
て，地域の方にゲストティーチャーとして
来校していただき，話を聞いたり交流した
りして，学習を深めることができた。しか
し，時間の確保など難しい面もあり，目標
値を上回ることはできなかった。

・運動会実施後のアンケートでは，児童の
姿や取組についての肯定的評価や多くの感
想をいただくことができた。

○

・子ども達の姿を通して保護者に信頼されて
いることは素晴らしい。
・SNSの取組を高学年以上から実施されてい
ることが参考になった。
・今後もより計画的にゲストティーチャーと
の授業を行っていただきたい。

・引き続き継続して実施し，積極的な活用
を行い，より深い学習へとつなげていく。
・実施日に近い日で連携することもあった
ので，計画に見通しをもって連絡や調整を
図る。
・２学期以降の行事においても，行事のね
らいや様子を通信やホームページなどで発
信し，地域や保護者の理解と協力を得られ
る取組を行う。
・アンケートの結果や意見をもとに，来年
度に向けて改善を図っていく。

　

地域社会の中に位置付く学
校をめざし，教育活動へ積
極的な協力者を増やす。

※      部は昨年度からの追加・修正点
　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は
適正でない。　ハ：わからない。

○

・課題のある子にはつまずきの分析を、なぜ
説明分が弱いのか全体の傾向から分析をし、
次の手立てを練ってほしい。次を楽しみにし
ている。
・物語文を読み取ることができる子ども達で
あるなら，説明文もクリアできそうに思う。
テストの点もだが、子ども達のつまずきを見
つけ次の指導をしてあげてほしい。
・国語科の説明を読み解く力は、論理的思考
を身に付けるだけでなく、日常会話において
も相手の意図を正しく理解するための土台と
なる。文章の成り立ちについて繰り返し学ぶ
ことで言葉の力を伸ばしていただきたい。
・「計算がなんとなく苦手」という気持ちは
意欲低下に繋がるかもしれない。楽しく計算
ができる工夫があると良いと思う。

・より関わり合いを大切にした授業を
展開し、児童が主体的に学びたいと思
える授業へと改善していく。
・授業において、自分の考えを持たせ
る時間を十分に確保し、書いたり交流
したりして、一人一人が自分の考えを
持つことができるようにする。また、
説明のモデルを示し、筋道を立てた説
明を意識して発表させる。
・帯タイムや家庭学習を充実させ、音
読・漢字・計算を繰り返し行い、基礎
的基本的な学力の定着を図る。
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自律的な行動，他者意識を
もった言動ができる児童を
育てる。

協同的な学校生活の場を意
図的に設定し，自己肯定
感，役立ち感，憧れ感，
リーダーシップ，フォロ
ワーシップを醸成する。

自らの健康に関する課題を
克服するための実践を自律
的にできる力を培う。

１%以上
（６月１２月比
向上）

国語科　4/6学
年
算数科   4/6学
年
（１～６年）

国語科5/8学級
算数科5/8学級

74%

―

国語
２／８
算数

３／８

―

―

国語
40％
算数
60％

D

・学習意欲を見取る児童アンケートに
おいて，肯定的評価の割合は７４％と
高かった。しかし、約３割の児童は、
主体的に学ぶ意義や意欲が乏しい状態
にある。
・学期末テストの結果において、国語
科が２／８、算数科が３／８とどちら
も目標値を達成することができなかっ
た。国語科では、物語文に比べて説明
文に課題が見られ、算数科では、基本
的な計算などの定着に課題が見られ
た。

i
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価
j 結果と課題の説明

k 二次評価

l コメント m 改善案
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「自ら学ぶ意欲」を培う教
育環境を構築する。

基礎・基本の学力を確実に
習得させ，論理的思考力，
表現力を培う。

・「栗原北小」学びのスタンダード
の定着を図る。
・フレームリーディングによる「読
む活動」の充実を図る。
・読解力を支えるベースとして読書
活動，NIE活動を活性化させる。
・算数科において，１年は少人数学
習，２年・４年・５年・６年は習熟
度別学習を展開し，基礎学力の定着
を図る。

「自律的学習動機尺度」の比較
により，内発的動機づけが有意
に向上する。

標準学力調査（国語科・算数
科）において，全国平均より向
上する学級数（通常学級）

国語科（思考），算数科（知
識）の学期末テストにおける学
級平均が期待値との比較におい
て3ポイント向上する学級数
（通常学級）

評価計画 自己評価 学校関係者評価

領域 b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標

f

目

標

値

h

達

成

度

令和７年度　学校評価表　　

学校教育目標 関わりの力をもち，自分を表現することができる児童の育成　～人は人の中で人になる～

尾道市立栗原北小学校
a 　ミッション 主体性と規範意識を身に付け，心を育てる小中連携教育の推進 a 　ビジョン

自ら学ぶ意欲を培い，基礎・基本の学力を確実に習得させる学校
自己コントロールができ，協働的な学びの場の中で自己肯定感を育む学校
自らの健康に関する課題を明らかにし，自律的に解決できる児童を育む学校
地域・保護者と共に教育活動を創造する学校

様式1


